
（別紙３）

〜 令和8年1⽉17⽇

（対象者数） 20⼈ （回答者数） 19⼈

〜 令和8年12⽉10⽇

（対象者数） 11⼈ （回答者数） 11⼈

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
短時間勤務職員と⼦どもについてしっかり話し合える時間を
作っていきます。
⼦どもの発達保障ができるよう、職員の専⾨性を⾼めます。

2
さらに遊びや活動が充実できるよう、職員間で意⾒を出し合
い、計画を⽴てながら取り組んでまいります。

3

地域のこども園・保育所、関係機関の⽅々とさらなる連携が
できるよう努めてまいります。
地域とのつながりが深められるような取り組みを考えていき
ます。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
通園のことを周知していただけるような取り組みを考えてい
きます。

2

週に数回でも職員が添乗する等の⼯夫をします。
できるだけ親⼦保育にご参加いただき、⼦どものことや保護
者の⽅の悩みをお聞きできる時間を意識して作っていきま
す。

3
お散歩コースの⾒極めや本物体験等を計画し、公⽤⾞で移動
しての取り組み等を増やしていきたいと考えていきます。

⼦どもや保育について、職員間でしっかり話し合っていま
す。

⼀⽇を振り返り、⾒直すべきところや良かったところを出し
合い、次の⽇につなげていけるように話し合っています。
また、⼀⽇の中で⼦ども達のかわいく素敵な姿等についても
話し合い、共有することを⼤切にしています。

○事業所名 社会福祉法⼈ いなほ福祉会 通園らっこ

○保護者評価実施期間 令和7年11⽉26⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年11⽉26⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和8年1⽉30⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

⼦どもたちの遊びを⼤切にしています。
職員も⼦どもたちと⼀緒に遊び、⼦ども達に「たのしかっ
た」と思ってもらえるような遊びを考えています。

地域のこども園や関係機関の⽅々との連携ができています。
今年度初めて併⽤通園を利⽤することができました。
⽉２回⼟曜⽇、わたぐも教室(親⼦教室)を開催しました。
⼩学校や地域の⽅々との交流がありました。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⼦どもの⼈数が少ない。
少⼦化ではありますが、必要な時に通園を利⽤していただけ
るよう取り組んでまいります。

送迎を利⽤している保護者の⽅とお話をする機会が少ない。
送迎時は送迎添乗員(専従)が添乗しているので、送迎利⽤の
保護者の⽅にお会いする機会が少ないです。

園周辺の環境について。

園舎周辺が⼭に囲まれており、⿅10頭ほどが固まって園舎前
横切る等はよくあります。⼩動物は他にもいます。各地で熊
報道が出たこともあり、様々な動物にも気を付けるようにし
ています。
お散歩コースが限られています。。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


